
令和６年度 

○学術雑誌等への投稿論文・書籍等 

1) Brisbin MM, Dudley KL, Yonashiro Y, Mitarai1 S, Ares A (2024) Urbanization of a subtropical 

island (Okinawa, Japan) alters physicochemical characteristics and disrupts microbial community 

dynamics in nearshore ecosystems. Estuaries and Coasts 47:1266–1281. 

2) 松田誠司 (2024) ヤイトハタ．基礎から学ぶハタ類養殖～魚種別解説，国内外の動向～． 

月間養殖ビジネス 2024.9, 20 

3) 木村基文 (2024) タマカイ．基礎から学ぶハタ類養殖～魚種別解説，国内外の動向～． 

月間養殖ビジネス 2024.9, 24-25 

4) Kita T, Ohta I, Tabata R, Asato M, Matsuzaki K (2025) Reproductive traits of the diamond squid 

Thysanoteuthis major around Okinawan waters, south Japan, during the fishing season. Fisheries 

Science, 1–12. 

 

○学会・シンポジウム等での講演 

1) 北朋紘 (2024/8/9) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. 沖縄海区漁業

調整委員会. 那覇市（県庁）. 

2) 太田格 (2024/8/9) マチ類の資源管理について. 沖縄県漁協参事会 情報・意見交換会. 

那覇市（水産会館）. 

3) 北朋紘 (2024/8/20) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. ソデイカ漁業

に関する意見交換会. 那覇市（那覇市沿岸漁協）. 

4) 北朋紘 (2024/8/20) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. ソデイカ漁業

に関する意見交換会. 名護市（21 世紀の森体育館）. 

5) 秋田雄一，北朋紘 (2024/8/20) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. ソ

デイカ漁業に関する意見交換会. 石垣市（八重山漁協）. 

6) 北朋紘 (2024/8/21) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. ソデイカ漁業

に関する意見交換会. 伊江村（伊江漁協）. 

7) 北朋紘 (2024/8/22) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. ソデイカ漁業

に関する意見交換会. 南城市（知念漁協）. 

8) 北朋紘 (2024/10/17) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. ソデイカ漁

業に関する意見交換会. 糸満市（糸満漁協）. 

9) 北朋紘 (2024/10/18) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. ソデイカ漁

業に関する意見交換会. 糸満市（県漁連）. 

10) 北朋紘 (2024/10/29) ソデイカの資源動向と資源管理の必要性について. ソデイカ漁

業に関する意見交換会. 浦添市（浦添宜野湾漁協）. 

11) 田畑瑠那 (2024/11/8) 新図南丸の紹介と未利用資源調査について. 沖縄県青壮年・女

性漁業者交流大会. 那覇市（水産会館）. 



12) 北朋紘 (2024/11/18) ソデイカの資源特性と禁漁期効果の検証. 九山漁業資源分科会. 

長崎（オンライン）. 

13) 安里聖貴，玉城正国 (2024/11/22) 宮古島におけるクルマエビのホワイトスポット病

の発生源調査. 第９回 沖縄マリンサイエンスワークショップ. 恩納村（OIST）. 

14) 須藤裕介 (2024/11/22) 高水温耐性を有するオキナワモズク優良系統の選抜. 第９回 

おきなわマリンサイエンスワークショップ. 恩納村（OIST）. 

15) 前兼久 郁 (2024/11/22) クビレズタの白化原因の究明と対応策の検討. 第９回 おき

なわマリンサイエンスワークショップ. 恩納村（OIST）. 

16) 宇地原志帆 (2024/11/22) ヒトエグサ人工採苗技術開発に向けた取り組み. 第９回 お

きなわマリンサイエンスワークショップ. 恩納村（OIST）. 

17) 北朋紘，太田格, 田畑瑠那, 安里聖貴，松崎遣大 (2024/11/23) 沖縄近海域におけるソ

デイカの資源特性. 2024 年度水産海洋学会研究発表大会. 静岡市. 

18) 太田 格，上原匡人，秋田雄一，松崎遣大，北 朋紘，金城 敦，海老沢明彦 (2024/11/23) 

沖縄島沿岸における水産資源の動向およびサンゴ礁生態系の変化. 2024 年度水産海洋

学会研究発表大会. 静岡市. 

19) 上原匡人，小泉翔平，本永文彦，太田 格，海老沢明彦，立原一憲 (2024/11/23) 沖縄

島沿岸域におけるタチウオ属２種の生活史特性. 2024 年度水産海洋学会研究発表大会. 

静岡市. 

20) 北朋紘，田畑瑠那，太田格 (2024/12/13) 沿岸資源管理策の意義とアカジン・マクブ・

タマンの資源動向. 羽地・今帰仁資源管理委員会. 名護市. 

21) 山内岬 (2024/12/13) 沖縄海域における魚類の放流実績. 羽地・今帰仁資源管理委員会. 

名護市. 

22) 太田格 (2024/12/18) 沖縄県の SFiN への参加と今後の取り組み. SFiN（スマート沿岸

漁業ネットワーク）総会. 鹿児島市（鹿児島大学工学部）. 

23) 須藤裕介 (2025/1/24) 高水温耐性を有するオキナワモズク優良系統の選抜. R６年度

沖縄県水産研究機関・水産技術研究所八重山庁舎交流会. 那覇市. 

24) 安里聖貴 (2025/1/24) 沖縄スギにおける新興疾病レンサ球菌症Ⅲ型に関する疫学調

査. R６年度沖縄県水産研究機関・水産技術研究所八重山庁舎交流会. 那覇市. 

25) 北朋紘 (2025/1/24) 沖縄海区におけるソデイカ禁漁期の有効性の検証. R６年度沖縄

県水産研究機関・水産技術研究所八重山庁舎交流会. 那覇市. 

26) 前兼久郁 (2025/1/24) クビレズタの白化原因の究明と対応策の検討（仮）. R６年度沖

縄県水産研究機関・水産技術研究所八重山庁舎交流会. 那覇市. 

27) 宇地原志帆 (2025/1/24) ヒトエグサ人工採苗技術開発に向けた取り組み. R６年度沖

縄県水産研究機関・水産技術研究所八重山庁舎交流会. 那覇市. 

28) 田畑瑠那 (2025/1/24) 深海性エビ類を対象とするカゴ網漁場調査について. R６年度

沖縄県水産研究機関・水産技術研究所八重山庁舎交流会. 那覇市. 



29) 玉城正国 (2025/1/24) 宮古島における PAV 発生源調査. R６年度沖縄県水産研究機

関・水産技術研究所八重山庁舎交流会. 那覇市. 

30) 太田格 (2025/2/28) 名蔵湾の海草藻場－稚魚の成育場として重要性－. 第２回西表石

垣国立公園シンポジウム「海底地形と生物相から紐解く石垣島名蔵湾の豊かさ」. 石垣

市. 

31) 秋田雄一, 太田格 (2025/2/28) 名蔵湾は八重山のマクブのふるさと（八重山海域にお

けるシロクラベラの成育場）. 第２回西表石垣国立公園シンポジウム「海底地形と生物

相から紐解く石垣島名蔵湾の豊かさ」. 石垣市. 

32) 安里聖貴, 玉城正国, 前兼久郁，松本紗奈, 村上大雅, 谷口千穂, 岡田洸, 秋山元英, 福

田耕平, 喜友名大佑, 大浦一平, 中村博幸 (2025/3/17) 養殖スギの III 型α溶血性レン

サ球菌症に対する不活化ワクチン有効性の検討. 令和 7 年度日本魚病学会春季大会. 文

京区（東京大学農学部）. 

33) 太田格，秋田雄一 (2025/3/23) 沖縄における水産重要魚類の成育場としての海草藻場

の重要性. 日本藻類学会第 49 回大会 沖縄 2025．公開シンポジウム「サンゴ礁海域に

おける藻場の現状と未来」. 西原町（琉球大学）. 

 


